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線
ガ
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デ
ン
ズ
バ
イ
ザ
ベ
イ
駅
施
工
状
況

ガ

デ
ン
ズ
バ
イ
ザ
ベ
イ
駅
到
達
直
後

の
シ

ル
ド
機

曲
線
削
孔
に
よ
る
マ
リ

ナ
貯
水
池

直
下
の
地
盤
改
良

　
当
社
は

１
９
５
６
年
に
当
時
の

社
長
で
あ

た
西
松
三
好
が
年
頭
の

所
感
で
海
外
進
出
を
力
強
く
表
明

し

年
に
香
港
支
店
を
設
立
し
た


同
年
に
戦
後
初
の
海
外
工
事
で
あ
る

ロ
ア
シ
ン
マ
ン
ダ
ム
工
事
を
受
注


翌
年
に
タ
イ


年
に
シ
ン
ガ
ポ


ル
へ
と
拠
点
を
増
や
し

海
外
進
出

を
加
速
さ
せ
た


　
２
０
２
０
年
に
進
出

周
年
を
迎

え
た
シ
ン
ガ
ポ

ル
で
は

１
９
８

４
年
に
受
注
し
た
地
下
鉄
１
０
７
Ｂ

工
区
︵
シ
テ


ホ

ル
駅
︶
か
ら

現
在
施
工
中
の
環
状
線
８
８
２
工
区

︵
ケ

ペ
ル
駅
と
ト
ン
ネ
ル
︶
を
含

め

合
計

駅
と
総
延
長
約


の

ト
ン
ネ
ル
を
整
備
し
て
き
た


　
多
く
の
同
業
他
社
も
シ
ン
ガ
ポ


ル
の
発
展
に
携
わ
り

日
系
ゼ
ネ
コ

ン
の
技
術
力
は
現
地
で
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る

当
社
が
提
案
し
た
新

技
術
も
多
く
採
用
さ
れ
た
例
え
ば


１
９
８
０
年
代
に
圧
気
工
法
や
地
盤

改
良
併
用
の
機
械
式
シ

ル
ド
が
主

流
だ

た
同
国
で

初
と
な
る
日
本

発
の
土
圧
式
シ

ル
ド
技
術
を
東
西

線
ブ
ギ
ス
駅

ラ
ベ
ン
ダ

駅
間
の

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
適
用

発
注
者
原

案
の
開
削
ト
ン
ネ
ル
を

周
辺
構
造

物
へ
の
影
響
が
少
な
く

工
程
短
縮

が
可
能
な
代
案
と
し
て

シ

ル
ド

ト
ン
ネ
ル
を
提
案
し
受
注
に
至


た


　
最
近
の
本
邦
技
術
採
用
事
例
と
し

て

シ

ル
ド
急
曲
線
部
で
の
ト
ン

ネ
ル
線
形
保
持
の
た
め

袋
付
き
セ

グ
メ
ン
ト
を
用
い
た
充
塡
︵
じ

う

て
ん
︶
式
工
法
と
合
成
セ
グ
メ
ン
ト

を
適
用

ケ

ブ
ル
ト
ン
ネ
ル
東
西

線
工
事
で
は

土
圧
式
シ

ル
ド
ト

ン
ネ
ル
掘
削
の
施
工
サ
イ
ク
ル
タ
イ

ム
短
縮
を
図
り

大
深
度
立
坑
で
圧

送
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
泥
方
式
を
採
用

し
た

本
邦
技
術
を
積
極
的
に
提
案

し

シ
ン
ガ
ポ

ル
建
築
建
設
庁
か

ら
２
年
連
続
で
建
設
工
事
優
秀
賞
を

受
賞
す
る
栄
誉
を
得
た


　
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
対
策

で
も
本
邦
技
術
が
採
用
さ
れ
て
い

る

飲
料
水
用
貯
水
池
直
下
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
は

両
護
岸
の
安
定
用
に

砂
置
換
さ
れ
た
サ
ン
ド
キ

と
呼
ば

れ
る
透
水
性
の
高
い
地
盤
が
あ
り


ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
砂
の
噴
発

貯
水

池
へ
の
裏
込
め
材
の
噴
発
が
懸
念
さ

れ

難
易
度
が
高
か

た

日
本
と

は
異
な
り

水
の
自
給
率
が
非
常
に

低
い
シ
ン
ガ
ポ

ル
で
は

貯
水
池

へ
の
悪
影
響
の
回
避
が
大
き
な
課
題

と
な

た


　
サ
ン
ド
キ

先
端
部
は
護
岸
か
ら

貯
水
池
内
側
へ
１
０
０

程
度
離
れ

て
い
る
こ
と
か
ら

本
邦
技
術
で
あ

る
曲
線
削
孔
併
用
薬
液
注
入
工
法
を

採
用
し
た

所
定
の
改
良
品
質
を
確

保
し
た
上
で

貯
水
池
の
水
質
汚
染

を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
強
い
信
念
を

持

て
無
事
に
シ

ル
ド
を
通
過
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た


　
建
設
労
働
者
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国

人
と
さ
れ
る
シ
ン
ガ
ポ

ル
で

昨

年
４
月
ご
ろ
に
多
く
の
労
働
者
宿
舎

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ク
ラ
ス

タ

が
発
生

３

４
カ
月
に
わ
た

り

す
べ
て
の
建
設
現
場
を
閉
鎖
し

た

こ
う
し
た
事
態
を
教
訓
に

シ

ン
ガ
ポ

ル
政
府
は
２
０
２
０
年
代

後
半
に
シ

ル
ド
自
動
化
施
工
な
ど

の
新
技
術
に
よ
り
生
産
性
を
向
上
さ

せ

現
場
の
外
国
人
労
働
者
を
３
割

減
ら
す
目
標
を
立
て
た


　
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
生
産
性
向
上
の

取
り
組
み
が
現
地
で
推
進
さ
れ
て
き

た
地
下
鉄
Ｔ
２
２
８
工
区︵
ガ

デ

ン
ズ
バ
イ
ザ
ベ
イ
駅
と
ト
ン
ネ
ル
︶

の
駅
舎
躯
体
工
事
で
は


年
以
上

の
同
種
工
事
経
験
を
有
す
る
熟
練
技

能
者
を
全
作
業
員
の

％
以
上
配
置

す
る
必
要
が
あ

た

腕
の
良
い
職

長
ク
ラ
ス
の
技
能
者
を
日
本
か
ら
派

遣
し

作
業
員
︵
主
に
バ
ン
グ
ラ
デ

シ

人
︶
の
教
育
・
指
導
を
実
施


人
材
育
成
が
想
定
以
上
の
進
捗
︵
し

ん
ち

く
︶率
ア

プ
に
つ
な
が
り


発
注
者
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
た


　
シ
ン
ガ
ポ

ル
陸
上
交
通
庁
が
２

０
１
９
年
に
発
表
し
た
マ
ス
タ

プ

ラ
ン
に
よ
る
と


年
ま
で
に
総
延

長
３
９
０

の
地
下
鉄
網
を
整
備
す

る
計
画

日
系
ゼ
ネ
コ
ン
の
貢
献
が

期
待
さ
れ

当
社
も
こ
れ
ま
で
培


た
技
術
を
活
か
し
な
が
ら
同
国
の
発

展
に
引
き
続
き
寄
与
し
て
い
く


　
︵
国
際
事
業
本
部
土
木
統
括
部
設

計
課
長
・
吉
田
吉
孝
︶
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